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　「町内女性の集い」が令和
７年10月27日、アウガの男
女共同参画プラザで開かれ、
122名が参加しました。
　これまでは市長から市政の
話をお聴きしてきましたが、
今回は視点を変えて国際交流
を取り上げました。青森・台
湾便が復活した令和６年度か
ら市の国際交流員を務める台
北市出身の陳璟（チン・ケイ）
さんを講師に招きました。
　講演には、ちょうど青森県
のインターンシップで台湾か
ら滞在中の学生たち男女４名
も加わりました＝写真。

ごみ処理すごいね

女性部会ら清掃工場見学
　町会連合会の女性部会は11
月17日、青森市鶴ケ坂の清掃
工場を見学し、生活ごみを中
心に排出量や処理の仕組みな
どを勉強しました。参加者は
女性部会員５名のほか、ごみ
問題対策市民会議北部ブロッ
クの10名も同行しました＝写

真。
　清掃工場では可燃、不燃、
粗大ごみなどを処理し、可燃

　陳さんは「台湾
しりたいわん」を
テーマに地理や歴
史、気候、言葉な
ど台湾のあらまし
を紹介。17世紀の
オランダに始まり
スペイン、清帝国、
そして日本統治と
歴史的な建物の写真を交えて
複雑な植民史を話しました。
陳さんの90代になるおばあさ
んは日本語が今も達者だとい
うことです。
　インターンの学生たちは日
本語でそれぞれ旧正月の各地
の祭りや伝統行事、もち米の
丸いお菓子などを写真や動画
で披露しました。ランタンフェ
スティバルのように日本でも
知られる祭りだけでなく、参

加者が百万人を超えるという
巡礼、熱気球フェスティバル
など、あまり知られていない
ことも。
　会場からは質問が上がり、
「青森といえばリンゴのイ
メージが強いが奥入瀬渓流、
八甲田、十和田湖が素晴らし
い」「霊場恐山の景色に感動」
「ホタテにマグロ、みんな美
味しい」「雪景色が美しい」と
それぞれ答えていました。

ごみは二つの炉で一
日300㌧を処理する
能力を持ちます。機
器の稼働状況を集中
監視する中央制御室、
ごみクレーンの操作
室、ごみ搬入から破
砕、ガス化、溶融、

分別と進み鉄やアルミを回収
してリサイクルする仕組みを
ガラス越しに見て回りました。

国際交流へ女性の集い

認知症サポーター

女性部会が役員研修会
　認知症サポーターの養成を
目指す町会女性部の役員研修
会が９月４日、アウガの男女
共同参画プラザで開かれ、各
町会から45名が参加しました。
　講師は青森市福祉部高齢支
援課の三浦主幹。全国キャラ
バン・メイト連絡協議会が作

成した教材や青森市の実例を
交えて解説しました。
　「認知症は誰もがかかる可
能性がある脳の病気」「認知症
サポーターは特別なことをす
る人ではなく、認知症の人や
その家族を応援する人」「認知
症の人が生活の中で支障を覚
えるバリアを取り除くことで、
誰もが支え合う活力ある共生
社会になる」と話し、今回の

講座を受けて認知症のサポー
ターとなる意義を訴えました。
　参加者の中には既にサポー
ターとなり、「チームオレン
ジ」の名前でボランティア活
動を始めている人もいました。
高齢支援課では要望があれば、
町会や地域に出向き、今回の
ような養成講座を開いていき
ます。

台湾もっと知ろう
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スマホ手に理事研修会

町会活動に活かそう

　町会連合会の理事研修会が
11月27日、アピオあおもりで
開かれ理事19名が参加しまし
た＝写真。
　テーマは「持続可能な町会
活動に向けて」。町
会の役員の高齢化、
次の担い手が見つか
らない、世代を越え
た取り組みが難しい
など、地域のリー
ダーでもある理事た
ちの悩み、苦労は増
すばかり。打開への

ヒントをつかもうと、これま
で町会の活動や市の雪問題な
どに提言を続けてきた青森大
学・櫛引素夫教授が講師を務
めました。
　櫛引教授は、ヒントはデジ
タル化・ＩＴツールの活用
にあるとし、手始めにZoom、
ChatＧＰＴ、ＱＲコードを
紹介。理事たちも持参のスマ

自主防災設立へ勉強会

東部地区の町会
　町会連合会の企画部会交通
防災対策チームは11月22日、
東部市民センターで自主防災
組織結成に向けた勉強会を開
きました。
　東部地区は90町会のうち自
主防災組織の設立は38町会と
42％にとどまっています。む
つ湾に面した地区が多く、震
災発生時には津波被害の恐れ
があり、設立が急がれていま
す。
　町会長ら15名が参加し、市
危機管理課職員が災害発生時
の組織の役割、活動内容、さ
らに会則案、市の助成制度、
防災士資格取得の補助などを
説明。参加者からは住民の減
少と高齢化から防災組織の担
い手を探すのが難しいと、設
立までの後押しを相談する声
も出ていました。

命守るヘルメット

自転車着用呼びかけ
　自転車のヘルメット着用率
が全国ワーストクラスの青森
県。悲惨な事故を招かないよ
うにと町会連合会企画部会の
交通防災対策チームが９月26
日、アウガ１階のエントラン
スで着用を呼びかけるチラシ
を配布しました＝写真。

　市販の自転車用ヘルメット
も展示。櫻田部会長、加藤
チームリーダーらが先頭に立
ち「ヘルメットをかぶりましょ
う」「命を守ります！ヘルメッ
ト」と市民に声をかけていま
した。

青森市表彰に５氏

　青森市は令和７年度、多年
にわたり町会長として市政に
協力し、著しい功績のあった
次の５氏を表彰しました。（敬
称略）
鈴木　英夫（千富町町会町会長）
横山　芳信（大野ニュータウン町会町会長）
神　　　徹（北金沢町会町会長）
木村　幸一（馬屋尻町会町会長）
木立　精一（三内第一町会町会長）

中部第五区　嘉重町町会
　町会長　木村　豊　殿
　令和７年10月19日ご逝去

訃　　報

ホを手に操作したものの、慣
れないのか、思うように進ま
ない人も。青森大学の学生３
名が各テーブルを回ってサ
ポート役を務めると、最後に
は防災アプリのダウンロード
やアンケートの入力までこな
せるようになりました。
　「ＩＴは遊び半分でいいか
らやってみる」「町会にはＩＴ
企業の人とか詳しい若者が住
んでいるかも」「そんな人たち
と町会の活動に接点がなかっ
たら作りましょう」と櫛引教
授。「きょう学んだスマホの
使い方を町会活動に活かして
みたい」という理事たちを励
ましていました。

５月28日に定時総会
　青森市町会連合会は令和８
年度の定時総会を５月28日
（木）午後１時からホテル青
森で開催します。
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いにしえの「町名」「通り」を知ろう

近代の港町青森を象徴する「新浜町」 工藤　大輔編集委員
（市民図書館歴史資料室長）

近現代編⑯

新浜町は近代の町名
　柳町通りを北進し、聖徳公
園手前から東に走る道路（東
端はしあわせプラザ付近）を
挟む南北の街区は、かつて
「新浜町」と呼ばれていました。
　もっとも、藩政時代には新
浜町はなく、ここは海岸もし
くは海であったとみられます。
地名辞典によれば明治14年
（1881）頃からの町名である
といい、大正15年（1926）の
地図には函館税関青森出張所
（明治39年設置）が描かれて
おり、近代の港町・青森を象
徴するような区域のひとつと
いえるでしょう。

磯野回漕店跡地の碑
　さて、新浜町の西端部、聖
徳公園の南側の草むら（安方
２丁目）に、平成５年（1993）
に建てられた「磯野回漕店跡
地」と刻まれた石碑がありま
す。さらに石碑から得られる
情報は、「創業明治39年」「創
設者長嶋武治郎」そして「建
立田沼純一」…これだけです。
　創設者が「長嶋」姓である
のに会社名はなぜ「磯野」？

の新築」とみています。その
住所は「新浜町31番地」、つ
ぎにこの住所に注目してみま
しょう。

新浜町31番地
　田沼敬造は、昭和５年11月
に３代目の支配人になります。
そしてこの時、登記上の商号
を「磯野回漕店」とし、同11
年４月には株式会社化します
（磯野家からの独立はまだ）。
　さらにこの頃、東西に延び
る「新浜町31番地」に彼が関
わる会社が次々と誕生しまし
た。昭和12年12月「株式会社
青森商船」（取締役）、同14年
６月「合名会社野内運輸」（代
表社員）、同15年３月「昭和
製炭有限会社」（代表取締役）
が創業しています。
　一方、株式会社磯野回漕店
は、戦時下の企業統合により
昭和17年に事業を日本通運株
式会社青森支店に譲渡したと
いいます（『青森に生きた田
沼敬造』）。
　近代の青森には回漕業社が
いくつもあったようですから、
これらを深堀りすることで近
代港町・青森の新しい顔を発
見できるかもしれません。

「磯野」を姓と
早合点してしま
うのはアニメ
「サザエさん」
の影響でしょう
か。ほかの可能
性もあるでしょ
う。
　また、創業の
明治39年は、青
森港は貿易港と
して「開港」し
た年なので注目
していいでしょ
う。

磯野本店は佐渡
　建立者の「田沼」姓に着目
し人名事典を引くと、田沼敬
造に行き着きました。彼は大
正元年に青森市の磯野回漕店
に入社し、昭和14年（1939）
に社長に就任していました。
　さらにこの線から調べてい
くと、「磯野」は新潟県佐渡
郡両津町で回漕業を営む磯野
吉太郎で、小樽にも進出しそ
の後家督を相続する磯野進と
いう人物にたどり着きました。
　青森市に進出した磯野回漕
店は、登記上は「磯野商店青
森支店」で、長嶋武治郎は創
業者ではなく、青森支店の
「支配人」であったようです。

移転繰り返す青森支店
　さらに調べを進めていくと、
最初青森支店は、新浜町より
南側の街区大町で開業し、す
ぐに北側の浜町に移転し明治
43年の大火を経て、翌年７月
10日付で新浜町に再度移転し
ました。ただ、この時点では
まだ石碑の場所に事務所を構
えてはなく、大正２年６～７
月頃に石碑の場所に「事務所 安方２丁目・磯野回漕店跡地碑

大正15年「大日本職業別明細図之内青森県」
（海岸左手に磯野回漕店、右手に函館税関出張所がある）
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